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本報告書ほ株式会社三砧コンサルタンツが,社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会

の梯助金を得て,フィI)ピン国｢穀物収穫後処理･羅通改善計画+の実施に必要な基礎情

報を把返すペく,平成2年5月28日から6月9日まで13日間に渡る事前調査の結果をまと

めたものである｡

農産物の収穫後処理･加工技術並びに涜通は発展途上国において重要な顔題となってい

る｡フィ T)ピン国においても,米･コーンが2大主穀物であるが,近年穀物の輸入量が増

大し,食糧供給が不安定になり政情不安を招いている｡食糧供給安定化には.全国規模で

生産地と消費地を有効的に結びつけ,穀物収穫後損失を抑制する方策が緊急に求められて

いる｡本題の成功のためには収穫後処理･加エ･涜通に必要な資機材及び施設の改善にと

どまらず,農業金融,農業協合組合,普及訓練及び技術移転のための制度･組織･民間活

動等と必然的に連関した農村の社会･経済的問題まで解明する必要がある｡

収穫後処理･加工及び涜通問題に閲し,今日まで多くの調査･研究並びに実践が行われ

てきたが,未だに効果的な農民参加が実現されているとは言い難い｡本事業計画は食糧供

給安定化,生産者価格適正化による農家一収入改善に貢献するものである｡

本事業計画が早急に日本国政府の径済並びに技術協力を得て実施されることを期待する

ものである｡

平成2年6月

株式会社 三鵡コンサルタンツ

取締役社長 久 野 彦
-
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I.事業の背景

1. ･穀物生産現況

フィ T)ピン国においてほ,地方人口の2/3が農業･漁業･林業などの農業蘇門に

従事している｡農業部門はGNPの1/3,外貨獲得の36%を占めている｡

米･コーンはフィ T)ピン穀物生産の支柱となる作物であり,農民の主な収入源とな

っている｡穀物栽培面積は6.93百万haで,耕地全面積の54.2%を占めている｡米･コ

ーンの栽培面積はそれぞれ3.26百万ha,
3.68百万baである｡穀物生産額は 387.0億ペ

ソで.農業総生産額の36.5%を占める｡米･コーンの生産額はそれぞれ 263億ペソ,

124億ペソである｡ (添付資料3, 4, 5参照)

フィT)ピン政帝は穀物の完全自給を唱えているが, 1984年より米の輸出国から輸入

国へ転じている(1987年を除く) ｡ N F Aによると1990年の米･コーン輸入量はそれ

ぞれ65万トン, 22万トンに達すると予測している｡これは近年最も米の輸入量が多か

った1985年の54万トンを越すものである｡輸入元は通例ベトナム･インドネシアであ

るが,農業省ほ米国からの輸入も検討している｡

この食糧不足は主として下記に起因すると報告されている｡

① 近年の早魅による在産米不足

(診 穀物洗適業者の米の売り惜しみ

(穀物価格上昇期待)

2.米の過不足

米における需給の地域間不均衡は次表の通り, 1986年全国で48.3万トン不足してい

ると推定セきる｡米の需給不均衡調整のためには.過剰地から不足地への円滑な輸送

が必要である｡特に都市-の人口集中化によるマニラ首都圏の米需要量は年々増加し

ており,米輸送の効率化を図る必要がある｡
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地方
人口

(1986年推定)

食用白米の

需一要

(トン)

籾の生産量

(トン)

食用白米

生産量

(トン)

白米過不足

(トン)

マニラ首都圏 7,540,000 777.000 0 0 -777,000

Ⅰ.IlocosRegion 3,980,000 410,000 876,700 511.000 ＋101,000

Ⅱ.CagayanValley 2,600,000 268,000 1,158,800 675,000 ＋407,000

Ⅲ.CentralLuzon 5,700,000 587,000 1,559,100 908,GOO ＋321,000

Ⅳ.SotJthernTagalog 7,390,000 761,000 966,300 563,000
1198,000

Ⅴ.BicoIRegion 3,820,000 393,000 682,BOO 398,000 ＋5,000

Ⅵ.WesternVisayas' 5,190,000 535,000 1,139,800 664,000 ＋129.000

Ⅶ.CentralVisayas● 4,320,000 445,000 153,500 89,000
-356,000

Ⅶ.EasternVisayas' 3,080,000 317,000 429,200 250,000
-67,000

Ⅸ.WesternMirldanao 3.040,000 313,000 483,900 282,000
-31,000

X.NorthernMindanao 3,390,000 349,000 322,600 188.000
-161,000

ⅩⅠ,SouthernMindaJlaO 4,310,000 444,000 623.300 363,000
-81,000

XI.CentralMindanao 2,500,000 258,000 830,000 483,000 ー＋226,000

合一計 56,000,000 5,857,000 9,226,000 5,374,000
-483,000

*印の地域ほとうもろこしが主食

3.貧困状況

3-1 貧困水準

大統領府国家続計局(N S 0)が1990年に設定した貧困水準は. 1家族6人が

1ヶ月に最低必要とされる栄養を満たす食品価格･生活必需品価格より算出され,

2.709ペソ/月である｡貧困水準以下の世帯の割合ほ1988年の統計によると49.5%

であった｡これは近年最悪であった1985年の59%より改善されたが,近年の早魅･

政情不安･物価の急騰･雇用損金の不足等によって,貧困度ほ更に高くなると政府

関係者は警告している｡

貧困度の高い地域は,ピコール65.3%,西ピサヤ61.8%.東ピサヤ60.5%等で,

マテラ首都圏31.8%に比べ大きな開きがある｡この貧困水準の地方と都市の格差は

都市への人口売人の要因となり,地方の所得水準を向上させる改善策が求められて

いる｡
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3-2 稲作農家の収入

稲作農家の平均収入は1986/87年度で16,528ペソ/年であった｡潅蔽農家におい

-ては22,108ペソ/年,非潅動農地で14,661ペソ/年,高地で
9,538ペソ/年であっ

た.潅概農地と非潅蔽農地とは土地生産性の違いよりかなり開きがある｡また高地

においては,消費地-の輸送が困難であるため現金牧人は低くなっている｡

4.収穫後損失

収穫後溝失抑制は全世界的な課題である｡特に食糧不足で悩まされている発展途上

国において,収穫後患失抑制は食糧供給安定化に有効的な手段である｡

4-1 量的損失

(1)量的最失

稲作に於ける収穫後損失に関する多くの研究やフイ[)ビン国に於ける幅広い調

査結果にも拘らず,正確な数値は報告されていない｡

国際稲作研究所(IRRI)
,フィT)ピン稲作研究所(PHILRICE)

,

国立収穫後処理･普及研究所(NAPHIRE)
,フィT)ピン大学ロスバニョス

分校(UPLB)
,国立金程･農業協議会(NAFC) .食糧庁(NFA)及び

フィT)ピン農林業･資源研究開発協議会(PCARRD)等閑係諸綴関並びに本

調査での現地踏査からフィT)ピンに於ける量的米収穫後長失率は下記の如く推定

される｡ (添付糞料6参照)

作業区分 最失率(%) 全国平均(%)

吹穫 1.0-4.0 2.0

脱穀 2.0-8.6 4.0

運搬 2.0-20.0 4.5

乾燥 1.0-5.0 3.0

貯蔵 1.0-6.0 4.0

精米 2.0-10.0 6.0

合計 10.0-37.0 23.5
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(勿 質的損失

販売価格に大きく影響する指標として,自度,砕米率,形及び死米率等があげ

-

られる｡特に雨期に於ける高水分籾の天日乾燥の困難な事が品質低下をもたらし,

結果的に農家収入を著しく押し下iヂている｡預託保証基金協議会(QG F B)に

よれば.質的向上によりPO.90/kg及びP45.00/カバンの販売価格上昇が十分可

能であると報告されている｡農家は明らかに受け身の立場で販売を余儀なくされ

ている｡

(3)量的･質的収穫後包失

フィ T)ピン国に於ける1987穀物年度の潜在米収穫後厄失は下記の如く推算され

る｡

作業段階 投入量(千トン) 取得量(千トン)

収穫 9,523 9,333

脱穀 9,333 8,960

運搬 8,960 8,557

乾燥 8,557 8,300

貯蔵 8,300 7,968

精米 7,968 7,490

①量的患失合計 9,523-7,490-2,033千トン

2.033,000×3,088J(1)ハン-6,277,904,000J(ソ

②質的患失 9,523,000×900J(ソ/トン-8,570,700,000一くソ

③合計(①＋②) 14,848,604,000J(ソ

4-2 コーン収穫後患失

コーンの場合収穫後損失ははとんど研究がなされていない｡コーンと米の逢いを

考慮すれば圃場での損失ほ米より少ないと思われるo 米が籾摺されるのに対してコ

ーンは脱粒されるだけであるo



(1)量的愚夫: 1 0-1 2%

但)質的損失: 0.6ペソ/kg

･(3)量的質的患失

フィT)ピン国に於ける1987穀物年度に於ける潜在的コーン収穫後患失は次のよ

うに推定される｡

① 量 的 患 失

② 質 的 患 失

③ 合計(①＋②)

4,278 千トン × 1,170
-

470.6 千トン

470.6 千トン × 2,540 I(1)ハン
-

1,195,000 I(1)

4,274 千トン × 600 I(1)ハン
- 2,564,000 I(ソ

3, 759,000 I(I)

5.農業協同組合の発展経緯

5-1 農民協同涜通組合

フィリピンにおいて,小農の協同組合活動参加は,当初極度な政府干渉により成

功しなかった｡ 1952年農業金融協同融資局(ACC FA)の設立後,農民協同涜通

組合(FACOMAS)が組織化された｡更に訓練,教育並びに普及,農業金融,

農協を科学的に研究する機関として1960年4月フィリピン大学ロスバニョス分校に

農業金融協同組合研究所(A C C I)が設立され, 1969年に自由農民協同組合

(F F CI)が組織化されたo

当初FAC OMA Sは成功していたが,急速な拡張により社会情勢に影響されや

すくなった｡政府ほ米を大量輸入し,供給過剰にさせ米価を押し下げた｡ 1968年現

在 652組合のうち 263組合が活動していたのみで,そのうち109組合しか政府に業

務頼告をしなかった｡

この様にF AC OMA Sが失敗した要因として, ①不適切な組合員への教育,

②政治的干渉, ③汚職がちな弱体経営, ④不充分な運営資金, ⑤貧弱な融資管理,

⑥末端村段階での組織の欠如, ⑦営業目標達成能力の欠如等が挙‡ヂられる｡
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5-2 末端農民組織/地域涜通組合/協合農民銀行

FACOMASの弱体機能に鑑み, 1971年農業協同組合組織の再点検並びに農協●

一関発戦略が国内で再構築され,
1973年に新たな特別農協開発計画が着手された｡

FACOMASの失敗の教訓より対象地域を細分化し,末端村(バランガイ)段階

でSanahang Nayon (SN)に農民は組織化された. SNの機能は農民に対し基本的

援助サービス(農業技術の普及,農業金融運営,生産資投材の配布,洗通産品の集

荷等)を供給する経路であることと,農村における指導力育成,組合員意識の開発

向上等を目的とする教育機関であることである｡

sNほ更に県段階で地域涜通組合(AMC)へ連合した｡ AMCの機能ほSN組

合員への生産資機材の供給,涜適業務, SNを通して組合員農家への技術移転等で

あった｡

新生産融資ほFACOMA S方式と異なり,涜通組合より独立,運営されること

となり,協同農民銀行(C 良 B s)が設立された｡

sN/AMC/CRBはフィリピンにおける農業開発のモデルになった｡国家農

業漁業審議会(NA F C)による調査によれば,経済活動に従事しているS Nは

1,864組合のうち60.2%が活発, 23.5%がやや活発, 16.3%が休止状態であった｡

経済活動がないSNほ11,104組合のうち11.3%が活発. 18.3%がやや活発. 70.3%

が休止状態であった｡ SNが不活発になっ_f=主因として,当初新システムではSN

を経済活動に引き入れる発想がなく,組合員農家ほ彼らの投資金から配当を受ける

ことなく, SNへの参加意欲を喪失したからである｡

AMCについてほ66組合のうち36組合が活動しているに過ぎない｡その原因とし

て, ①AMCの対象地域が大きく覇体経営が加わり, S Nあるいほ組合員農家のニ

ーズに対応できなかったこと, ②融資と生産物を現金で買い入れる民間涜通業者と

の競争に敗退したことが挙Uられる｡

C RBについては31銀行のうち29銀行が活動している｡しかし弱体経営による経

営溝失,不適切な融資,未返済農家の急増等によりCRBの敵資資金問題を悪化さ

せている｡
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5-3 農業協同組合活動に今後必要とされる事項

① 農協は営利企業として機能し,充分なサービスを組合員農家に提供すべきであ

‾

る｡

② 各種活動に入る前に,組合の経営能力及び財力を評価する必要がある｡

③ 諸活動は組合員農家の自助努力並びに結束を助長するものであるべきである｡

④ 長期資金計画の樹立が不可欠である｡

⑤ 農協教育の維持に強力な組織･機関が必要である｡

⑥ 政府ほ民間主導による活発な参加を助長向上させることが第一義である｡
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Ⅱ.事業概要

1.辛.業目的

本事業の大義的目標は穀物供給安定化,穀物価格の季節変動の改善にある.穀物供

給安定化には肥料投入･潅概施設の増強による生産性向上が必要であるが,生産コス

トが高くなり,農家収入の向上に寄与しないばかりか,消費者価格上昇に拍車をかけ

る｡現在農民組織は政府に生産地レベルで,生産･流通資金融資を共なった収穫後処

理,涜通施設,機材の導入を求めている｡

これらの現状を踏まえ,下記の目的をもって調査する｡

① 量的質的収穫後損失の抑制

② 経済活動の導入による農民組織の強化

③ 金融機関との提携による農民向け生産及び流通資金の強化

④ 円滑な収穫後処理･流通技術の移転

⑤ 農家収入の増大

2.事業概要

調査はフェーズ1及びフェーズ2に分ける｡フェーズ1においては穀物収穫後処理･

流通の現況を把握し,地方･州･地域水準を明確にし,優先度の設定並びに判定を行

う｡フェーズ2においては優先地域の選抜農民組織へ′の穀物収穫後処理･流通施設設

置の可能性を探る｡

2-1 フェーズ1調査

(1)穀物攻種後処理･流通並び農民組織の現況に関する資料･情報の分析

(2)農民組織が要請している穀物収穫後処理･洗通改善副事業の下記基本事項を含

有した一覧作成

a.場所,農民組織名,村落数,農家世帯数,組合員農家数,土地所有

b.農地面穣,穀物生産量.収量,雨期･乾期の穀物生産者価格

c.農民組織が要請している穀物収穫後処理･涜通施設機材の種類･型式



(3)穀物収穫後処理･涜通改善副事業の下記基本事項による確認

a.穀物生産量,牧童

･

b.穀物の質(水分,砕米比率.白度等)

c.穀物庭先価格の季節変動

d.農民組織活動状況

e.農民組織が要請している穀物収穫後処理･涜通施設機材の種類･型式･数･

仕様

(4)穀物収穫後処理･涜通改善副事業の下記基本事項による優先度の設定判定

a.全国規模であるか

b.効果的に農民に技術移転できる場所か

c.道路締･電力供給並び給水体制などの経済基盤が整っているか

d.設置した穀物収穫後処理･涜通施設挽材の管理能力が農民組織にあるか

e.小農に利益を配分できる農民組織か

2-2 フェーズ2調査

(1) F/Sに必要な資料･情報の牧集

c2)優先地域の穀物収穫後処理･流通改善副事業の下記事項によるF/S

a.対象地域の地形,社会･径済

b.穀物収穫後処理量,処理方法,施設･槙材の処理量等を含有した穀物収穫後

処理･涜通計画の作成

c.設置する穀物牧穫後処理･涜通施設機材の予備設計

d.設置する穀物収穫後処理･涜通施設機材の建設計画の作成

e.設置する穀物牧穫後処理･流通施設犠材の見積り

f.農民組織への訓練計画並び穀物収穫後処理･涜通施設機材の運営方法

g.穀物収穫後処理･涜通改善事業に対する融資計画の作成

h.穀物収穫後処理･涜通改善事業による収益の見境り

i.穀物牧棲後処理･涜通改善事業による経済効果の評価

j.穀物牧穫後処理･涜通改善事業実施計画の作成
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¢)下記事項からなる中･長期穀物収穫後処理･涜通改善実施計画を推進すろた

めの提言

i

a.穀物収穫後処理･涜通改善副事業実施における優先基準の指針

b.訓練計画並び収穫後処理･涜通施設の管理方法等による農民組織強化莱

c.穀物収穫後処理･流通改善における涜通資金融資促進策

d.収穫後処理分野を軽工業-発展させ工業の地方分散化に導く開発計画

3.事業実施概要

3-1 涜通ステーションの設置

生産地と消費地を有効的に結びつけるには末端流通体系の整備が不可欠である｡

バランガイ(末端農民組織)レベルで末端流通ステーション(Primary Marketing

station)杏,地方自治体レベルで二次流通ステーション(Secondary Marketing

station)を設置する｡これらの規模はF/S調査によって決定される｡末端流通

ステーションの計画図を添付資料7に,所要施設･機材を添付資料8に示す｡

3-2 土地銀行との提携

土地銀行は末端淀通ステーション･ 2次涜通ステーション-の洗遺棄金融資や財

務管理,農民組織経由で農民への生産･涜遺賢金融資を行う｡
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Ⅲ.本事業計画関連機関

1.一義某省(Department of Agrianlture)

牧穫後処理施設･機材の改善,土地生産性の向上,加療の強化,農家収入の向上,

生産資金の融賢等を目的とした計画が以下の通り実施されている｡ (添付資料9参照)

① 農業開発のための生計強化計画

LEAD (LTVEL川00D ENHANCEMENT AGRICULTURAL DEVELOPMENT) PROGRAM

農漁業組合向け資金融資｡家鴨肥育,バロット,籾収穫機製造,漁船,魚網,ク

ズ粉用クズウコン栽培,サンゴ栽培,役畜牛の購入,肉牛肥育,汎用コンク()-ト

工場,養豚,倉庫,漕艇施設,洗通センター

② 米生産促進計画

RPEP (RICE PRODUCTION ENuANCEMENT PROGRAM)

遵泡水田を中心にヘクタール当たり13カバン増産.

③ 預託保証基金(QGFB/QUEDAN GUARANTEE FUND BOARD)

1980年スタートo

衛星倉庫---･･･ 8 mx16m-128mJ/2,500bffン,スJ(-ス入れると144m2

- 80m2/1, 000bTfン

④ 縫合農業融資基金(CALF/CDMPRE[ENSIVE AGRICULTURE AND LTVELIFOOD FUND)

⑤ フィT)ビン穀物保険公社(PCIC/PHIL王PPINE CROP 川SURANCE CORPORATION)

⑥ 中小企業保証基金(GFSME/Gt)ARANTEE FUND FOR SMALL AND ME:Plum ENTERPRISE)

⑦ 米実行計画(RICE ACTI8N PROGRAM)

3%-3.5%の米増産,生産者価格･消費者価格の適正化,長期米供給･価格の安定

化を目的としており,対象事項は,謹恕,肥料,牧穫後愚夫の抑制,農業,融資,栄

価の適正化,作物保険,研究･普及と多岐に渡る｡ 1990年4月に当計画は始動した｡

2.フィリピン土地銀行.(Land Bank of the Philippines)

当該銀行は農業金融部門でフィ T)ピン国内で最も活発な政府関連機関である｡今後

期待される収穫後処理技術並びに施設の改善,農民組合の促進並び洗通改善には,塞

金(Quedatl Board)と共に主役となることが期待される｡
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吹穫後処理･涜通施設の改善,訓練の強化とともに,農民が生活資金･次期作資金

のため安価で牧穫後穀物を即売しないですむ効果的な融資制度が不可欠である.農業

金働の果たすべき役割ほ下記の通りであろ.

① 農地改革並びに農村開発を促進させるため,既存金融機関の融資金の蘇動性を高

める｡

② 農民の生産品を農民自らより良い価格で洗通出来るような機会を与えるo

③ 農民グループが収入増大のため収穫後処理･加工施設を保有できるよう援助する｡

④ 庭先価格の上昇,収穫後処理･加工施設の改善を条件に計画の推進に刺激を与え

る｡

⑤ 適確な顧資計画を行い,回状率を高め,健全な資金運営を行うo

a.業務内容

フィリピン土地鈍行の主要業務は2つに分けられる｡ (添付資料10参照)

① 地方における社会経済開発

② 農業生産資金融資

農業組合経由による貸付

地万金顧歳園との提携

b.行員数及び支店数

2.000人. 26支店

c.主要水門

① Field Operation Department

② Trust Department

@ International Treasury Department

④ Rural Banking Audit Department

⑤ Tluman Resources Development Depart巾ent

3.国家農家･漁業審議会(NAFC)

本審義金は農業省の aRice Action Program”の実施機関として収穫後処理施設助成

事業(PHFAP/Post-Harvest Facility Assistance Project)実施計画を作成し

ている｡ (添付糞料11参照)
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4.食糧庁(NFA)

5.収穫後処理技術･普及所(NA PHIRE)

6.稲研究所(PHIL RIC E)

7.農業訓練所(ATI)

8.協同組合開発庁(C DA)

各種の協同組合関連機関を統合し,国家経済開発庁(NEDA)の国家開発計画に

おける重要不可欠な要素として協同組合の発展･拡大を目指す目的で設立する｡ 1990

年3月に大統領の承認を得た｡
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Ⅳ.総合所見

フイ･リピン国における食糧供給安定化は緊急を要する課題である｡その目的遂行にほ

収穫後負失抑制･洗通改善が必須であるo 現在様々な政府機関(NA F C, N F A,

P HI L R IC E, N A P HI R E, NIA, TL RC, DTI, L B P, QG F B,

地方自治体,公立大学等)で収穫後処理･沫通改善計画が検討されているが,全国規模的

な長期展望上の位置を占めるか明らかでない｡ (添付資料12, 13参照)これらの計画を一

本化し,中･長期的国家目標を策定する必要があり,農業省は1990年4月より”Rice

Action Programnを始動させた｡本事業計画は``Rice Action Progran”を強化するもので

あり,日本国政府の経済並び技術協力により早急な本事業の実施が望まれる｡
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Ⅴ.添 付 資 料
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フィリピンにおける現行稲作作業体系(写真)

-二16-



1.調査団員並び謂査日程

1-･1 調査団員

団長 収穫後処理･流通 田村 栄 ㈱三繭コンサルタンツ海外本部技術第2部部長

機材 新井伸一 ㈱三砧コン州タンツ海外本部技術第2部

1-2 調査日程

年月日 業務内容 宿泊地

平成2年5月28日(月) 移動日(JL741,マニラ国際空港封鎖のため欠航) 東京

29日(火) 移動日(JL741D,東京一マニラ) マニラ

30日(水) 農業省(DA)にて協議
〟

//

//

〟

〟

〟

〟

〟

〟

〟

31日(木) 食糧庁(NFA)にて協議

6月1日(金) 食糧庁(NFA)にて協議

2日(土) 現地農機メーカー視察

3日(日) 資料整理,資料作成

4日(月) 国家農業･漁業審議会(NAFC)にて協議

5日(火) 国家農業･漁業審議会(NAFC)にて協議

6日(水) 土地銀行(LBP)にて協議

7日(木) 土地銀行(Lらp)にて協議

8日(金) JICA訪問,事業計画説明

9日(土) 移動日(JL742,マニラーー東京)

2.本事業関連機関面会者

2-1 農業省(DA/Department of Agricu一ture)

Wr. Apolonio V. BAt)TISTA

(Undersecretary for Regional Operations)

-17-



2-2 食糧庁(NFA/ National Food Authority)

Mr. Teofilo T. VEAGARA

(Director for Technical Services Directorate)

Mr. Mauricio R. VALDEZ

(Acting Director for Technology Resource and Development)

糾r. Nicolas ”. CRISOSTOMD

(Assistant Director for Technical Services Directorate)

Mr.凹iguel I. ROMUALDEZ

(Assistant Director for Extension Directorate, National Fa川er's Action

Council)

2-3 国家農業･漁業審議会(NAFC / National Agricultural and Fishery Council)

Nr. Tomas LDPEZ Jr.

(Excutive Director)

Nr. Soled BERMARDロ

(chief Officer for Grant Management Staff)

Mr. Joseph De Los SANTOS

(staff Officer for Grant Management Staff)

Mr. Alex DAROYA

(staff Officer, Post-harvest and Infrastructure Cooperation Staff)

Mr. 1ito FERNANDEZ

(staff■officer, PosトUarvest and Infrastructure Cooperation Staff)

2-4 土地銀行(LBP/Land Bank of the Philippines)

凶s. Rosalina 8e La PazIMAGAT

(Assistant Vice-President for Farmers -Livelihood and Assistance Group)

Mr. Mauricio C. FELICIANO

(Executive Staff Officer Ⅲ for Farmers Live一ihood and Assistance Group)

2-5 J IC A

Mr. Kikuko TAKEUCul

(Assistant Resider)t Representative)

Mr. Fumio KIKUC甘l

(Assistant Resident Representative)
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3. Selected Macroeconomic and Agriculture Sector Statistics (1)

ITEM 1 980 1 981 1982 1983

GNP (HJLL10N PE虫Di1 92,8■8 96.041 98.581 96.767

QROl〝TH FtAT∈ (*1

OVA tN AGfIICULTUFt亡

INJLL10N PESWI

GROVYTH FtATE tlJ

AQFIICULTUFI亡SECTOR

Crop I

Livest O亡k

Po山try

Fish●ry

POPULATION

tMILLION托Ft珊

PHILIPPIN∈S

Urban

Rur8f

5.1 3.4 2.6 0.2

1 984 1 985 1 986 1987

91,644 87.766 89.61 1 94,680

-7.2
^.2 2.0 5.66

22.38 23.433 24.385 24.026 24,644 25,518 26.579 26,683

5.6 4.9 4.1
_1.5

6.0 2.8 3.3 ･6. I

i.9 4.8 4.3 8.1

1 7.7 19.9 12.0 13.2

5.4 6.6 3.0 3.6

48.32

I 8.02

30.29

A6FllCULTURAL L,ABOR

A仙D YVAG∈S

∈MPLOYM∈ⅣT IN AGRICULTURE

川れLL暮ON P∈RSONS〉 8.ヰ5

REALWAG∈ RATE

即day)

With hbal

Without k4e4[

OFF(C[AL EXCHANGE

RATE

INFLAT10N RATE

PURCHASIN6吋l〝ER

OF PESO

49. 54 5O.78

1 8.68 1 9.43

30.B6 31.35

8.93 8.92

2.6

4.2

･0.4
4.4

&.5

3.5 4.0 0.39

5.4 4.6
_1.90

･2.2
8.0 6.53

･8.5 ._1.1
7.66

2.1 2.9 1_91

52.06 5 3. 35 54.67 56.00 57. 36

20.20 2 1.(氾 21.82 22'.67 23.53

31.85 32.35 32.85 33.34 33.83

9.88 9.73 10.09 10.42 10.07'&/

5.1 0 5.1 8 5.42 6.19 5.12

8.03 7.8B

7.51 7.90

18.2 13.I

0.720 0.637

8.02 8.57 7.42

8.54 1 1.1 1 16.70

1 0.2 1 0.0 5O.3

0.577 0.525 o.349

Source: Selected Statistics onAgriculture

■ Bureau ofAgricurtural Statistics, April 1988
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3. Selected Macroeconomic and Agriculture Sector
Statistics (2)

lT∈M 1980 1981 1Si'合2 1983 1984 1985 1986 1987

NUMB∈R AND AREA

oF FARMS8YSIZ∈

ALL FARMS

utldeT 1.OO ha.

1.OO to 2.99 hさ.

3.00 to 4.99 ha.

5.00 to 9.99 ha.

10.OO ha. a over

L^ND USE (MILuON HAJ

人LL CLASSES

Temporary C～PS

(dle

Perrnanent Crops

Medows and PさStUreS

Covered ～;th Forest Brpwn

AH Other L&rd!

AV∈RAG∈ FAMIL.Y INCOME

芦ROM ALL SOURCES

Net Farm Eさr'niqs

Off･F8rn lncorTle

Non･Farrn Ineorne

TOTA L

AGFHCULTURA L PRODUCT10N

LOANS GRANTED 8Y

CO11叫ODITY (NILuON PESOS)

FOOD tTENS

breJI Is

Rice

Corn

SbryhLJm

Soyb拍nさnd Other FeedgFai-1S

FnLits, V叩tよ)lo与& Rootcrops

U噛OCkさrd Poultry 9/

F i事heries

196(1

r4}mbet Area

(mi川on lm‖ion

farms) ha～J

2.17 7.77

0.25 0 12

I.10 1.80

0.40 1.43

0.29 1.B5

0.1 2 2.58

1960

7.7

3.7

1.I

1.8

0.3

0.5

0.I

Lrr如ted

;971
(Jurn加r A(ea

lmi帖on tm州ion

†a..Td has･)

2.35 8.49

0.32 0.1 6

I.12 1.89

0.56 2.01

0.24 1.55

o.1 2 2.88

1971

8.4

3.8

0.7

2.5

0.6

0.4

0.I

PALAY BASED FARMS. 1986β7 (千/F^F:.t41

Rain fed

17
,O8
1 9.463

592 431

4.435
4.7 67

22.108 1･く.661

6674.3 10078.1 10243.1

1818.6 2O18.2 2033.2

1556.6 1641.7 1662.9

1 47. 1 202.9 25O.8

106.T 123.7 51.3

8.2 49.2 1 08.2

1g80
NuTr.her A(亡a

lmJ(lion (Jni川on

farms ) h石S.I

3.42 9.73

0.78 0.37

1.58 2.52

0.59 2.07

0.36 2.24

0.12 2.52

980

9.7

4.3

0.8

3.5

0.5

0.3

0.1

UEl[and All F皇(rTIS

6･593
1 1.784

448
492

2･318
4252

9･359
1 6.52e

10746.2

2115.6

1 884.3

207. 3

17.6

6.4

1025.2 2933.1 2273.1 1963.4

2818.4 3482.0 4116.9 4270.1

1012.1 164418 1819･9 2397･1

Source: SelecLed Statistics on Agriculture

Bureau ofAgricurtural Statistics, April 1988
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9710.8 11002.2 12㈱.8 12704.6

1287.5 1422.3

1085.9 1223.5

177.5 182.I

16.7 1 1.8

7.4 4.9

3371.4 5937.4

3397.3 2403.3

1625.5 2397.1

1393.1 2042.6

226.7 337.6

4.3 12.1

1.4 4.8

5483.0 5289.2

2359.0 2399.4

1654.6 1319.2 i533.3 261B.9



4･ RICE: Supply Use and Related Statistics (1)

ITEM 1980 1981 1982 1983 1984 1 985 1 986 1 987

SUPPLY_USE

('ooO MT)

CarryoyeT St■ock

Product;on

lrTIPOTtS ”

TOTAL SUPfILY

Exports iJ

Seeds 2!
Feeds A W8SteSユ/
Apparent O>rlSumPtion

TOTA L

P∈R CAP)TA (KG)

TOTAL

D∈HAND

PRODUCTION

tPALAYI

(MILL(ON MT)

TOTAL

Irripted
R ainfed

855

263

169

323

1885.3 1646.5 161 1.2 1866.3 (491.3 1 147.3 1 754.6 201 7.1

4970.2 5 1 42.O 54 1 6.9 475e.2 51 20. 1 5758.9 6047.4 5585. 1

o.o o.0 0.0 0.0 1 89.7 538. 1 2. 1 0.0

6855.5 6788.5 702S. 1 6622.5 680 1. 1 7444.3 7804. 1 7602.2

263.4 94.8 0.5 40.4 1.9 0.1 0.0 1 1 1.0

1 69.2 166.7 163.4 149.4 155.1 162.2 1 69.9 159.7

323. 1 334.2 352. 1 309.2 332.8 374.3 393. 1 363.O

4453.3 458 1.5 4645.8 4632.2 5 164.0■ 5 1 53.1 5224.0 5393.5

92.2 92.5 91.5 89.0 96.8 94.3 93.3 94.0

52O9.0 51 77.3 51 61.B 51 31.2 5653.8 5689.7 5787.0 5866.6

7.646 7. 9 1 1 8.334 7.295 7.829 8.806

4. 507 4.788 5. 343 4.888 5. 1 36 5.82 1

3.1 40 3.1 22 2.990 2.406 2.693 2.985

JANUAR Y･JUN ∈ 2.932 3.009 3.220 2.61 6 3.1 62 3.534

)rri9さted

R8irlfed

2.027 2.088 2.31 5 2.1 64 2.248 2.594

o.905 0.920 0.9M 0.452 0.9 1 4 0.9･W

JU LY･D∈CEM8 ∈R 4.7 1 4 4.902 5. 1 14 4.679 4.667 5.272

irr'ppted

R8infed

AREA IPALAYI

(MtLL.ION HA)

TOTAL

I(r;9さted

Rain fed

2.479 2.700 3.029 2.7 24 2.888 3.227

2.235 2.202 2.086 1.954 ` 1.779 2.045

3.470 3.41 9 3.351 3.O54 3.1 62 3.306
●

1.609 1.S56 1.74! 1.668 1.755 1.838

1.862 †.763 l.61 1 1 ;386 1.407 1.噌

JANUARY･JU.～〔 1.265 1.253 1.277 1.1 66 1.252 1.312

lrr;9さtd

Ra;nfed

0.69O 0,7O6 O.749 o. 77 1 0.765 0.81 1

0.575 0.547 a.529 0.394 0.ヰ87 o.500

JUしY･D∈CEM8ER 2.206 2.1 66 2.074 1.8名9 1.910 1.995

I,
r申さted 0.9 1 9 0.950 0.992 0.897 0.990 1.027

Rain fed 1.287 1.21 5 1.082 O.992 0.920 0.969

NOTE: See foolrlOte content at end of table.

Source: Selected Statistics on Agriculture

Bureau
ofAgricurtural Statistics,

April 1988
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9.247 8.540

5.980 5.8()9

･3.267 2.7 3O

3.825 3.536

2.849 2.658

O.976 0.877

5. 422 5.OC4

3.131 3.151
･i

2.29 1 1●.853

3.ヰ65 3.255

I.87S I.852

1.586 1.4M

1.408 1.346

0.880 0.839

0.528 0.508

2.O57 1.909

0.999 1.013

1.05B 0.896



4. RICE: Supply Use and Related Statistics (2)

IT∈M 198C 1 981

YIELD

(pALAYl

†NT PER HAI

TOT▲ L

lrr'pted

R ●irtlfd

JANUARY-JUNE

Ir(:qatd
FtI in†d

JU LY-DEC∈M8ER

Irr'qated

R●hfd

STO亡KS

l'00O NT)

TOTA i

JarkJ●rY 1

J一lly 1

HOUSE HO LD

J■一●fy 1

JLi& I

coNM∈RCIAL

山仙●rY 1

血Iy 1

NFA

J●THJarY 1

July l

19C2 1 983 1 984

2.2C3 2.3 1 4 2.J崎7 2.389

2 JBO 1 2.B9 1 3.069 2.930

1.686 1.771 1.B56 1.736

2.3 18 2.JO1 2.522 22ヰ与

2.93e 2.958 3.09 1 2.807

1.574 1.682 1.709 1.1●7

2.1 37 2.263 2.峨 2.477

2.697 2 β●2 3.053 3.037

1.736 1.812 1.928 1.970

18*.3

I 575.2

9de.7

糾7.5

19Q.2

186.5

726.4

7<2.2

2.476

2.026

1.014

2526

2JB39

I β77

2.443

2.91 7

1.282

198S 19e6 1987

2. 66J 2.eQ8
･

2.624

3.167 3.183 3.137

2.032 - 2.088 1.I一一

2.6gL4 ･ 2.7 1 7 2.627

3. 199 3+2:汚 3.1 68

1.880 1.8●8 1.726

2.6▲3 2.636
-
2.621

3.1々 3.135 3.1 10

2.1 10 2.166 2.蝿

18■る.5 161 1.2 1866.3 1491.3 1 1●7.3 1754.6 2017.I

1330.6 1519.7 14丁8.0 990.1 999.5
.
1541.2 1417.2

881.1

831.5

103.0

207.ら

572.A

将1.6

858.4

639.0

234. 1

279. 6

518.7

Sol.†

955.9

5B6.5

2■82

217.9

862.2

$73.6

1.094.8

701.8

205.4

18＋.1

191.1

1 04.2

890.4

620.2

177.8

181.9

79.I

197.4

1.019.6

682.5

268.7

274.1

峨.3

584.6

942.0

529.4
.

I:‡8. 1

335.1

637.0

582.7

‾-
･-一■■■■■■■

■■-■■ ■■■-■-一■■- - - t■- ■■■■■-■■■■■■■■■･-t--

D 180d{L
1/ 1.6d'ofBOkp pJレyp,h爪....

1/ 8JS叩_'t Of pr如tion.

Source: Selected Statistics on Agrictllture

Bureau ofAgricurtural Statistics, April 1988
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5. CORN: Supply Use and Related Statistics

汀EM 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1 986 19汚7

s4.げサLY･US∈

(loo) NTI

Carryo-e{

sto⊂=J＋n. ll

Prdu亡て;on

lrnport1 1/

TOTAL SUPfILY

Foくカ

Sed i

Fds. VIpte9

･●nd
Others

TOTAL DfNAND

■ROOUCTtON

(〟llLL10N l■T)

TOT▲L

JモnU●rY･JLJne

JAJ[Y-DeceTnb< r

AFt∈A ('000 rtA)

TOTA L

J●nu▲ ry ･Ju rle

Ju (y･O●○■rnbe{

YIELD

Il■T r∈FI H^)

TOTAL

J●rtuJ
rY JIJ The

lu ly･Oec～

STO亡i(S ('00O AITI

TOTAL

+●nudrY 1

July I

HOUS∈HC LD

+●-り一Y 1

Ju一y I

COM～∈RCJ^し

JJF～J～ 1

Jury 1

NFA

J4nu●rY I

JuJy 1

_リ
NSO dれ0.

Source:

?5S.0

3050.2

249.9

3558.て

1577.5

64.0

1 666.6

33O8.1

3.05 1

0.820

2.23 1

･

3.1S8

I.061

･2.†37

218.6 235.5

3295.7 3仰.O

253. 1 340.9

3767.4 3980.4

1551.5 1559.5

65.9 67.6

191 7.7 2O90.5

353 5 3717.6

263

3134

528

3926

1 493

62

2O43

5599

9 319.1 181.5 431.1 241.1

.o
3250.3 3862.B ･4090.7

4278.1

4 182.4 2Bl.2 0.16 55.8

.3
3751.8 4325.5 4622.0 4575.0

5' 1491.2
1
1569.5 1 518.8 1597.9

6 64.5 70.2 71.9 65.1

3 2013.8 2224.4 2695.5

_
.
.

278l.9

4 3569.5 :昭6<. 1 4286.2 4ヰヰ4.9

3.296 3.仰 3.1 34 3.25C 3.863 4.由1 4. 1 97

O.879 0.87 3 C.595
-
0.807 1o.996 1.O55 0.9¢0

2.41 7 2.531 2.539 2.･443 2.867 3.036 3.2 1 7

3･295 3･3S3 3･1 32 3･227 3･5 1 1 3.595 3.692

呈:,1㌫i.';:67
20:諾.1
;.･諾i･3i7 i･,2;･･i･;,639

O.954 1.OCO

0.773 0.798

1.OJi4 1.1O2

1.α)6 1.001

0.748 0.632

1.142 1.159

258.0 218.6 235.5 263･9
I

ld8.3 175.2 172.4 103･6

leo.9 107.3 123.3 91.1

67.3 67.8 78.5 2e.2

85.9 67.7

TO.1 68.I

3a.6 -61.0

23.5 22. 1

71.2 43.6 73.6 1 ll.8

10.9 39.3 70.4 53.3

I.∞7 1.1∞ 1.138 . 1.137

0.747 0.8S3 O.878 0.838

1.1 38 1.223 1 2S8 1.275

319.1 181.5

180.8 251.1

431.1 241.1

234.3 92.e

72.0 104.0 162.5 78.9

35J 95.6 31.4 3A.4

71.4 31.7 79.4 85.2

35. 1 392 59.9 47.8

175.7 45.a leS.2 77.e

1 10.O 1 lS.3 a3.0 10.4

Selected Statistics on Agriculture

Bureau ofAgricurtural Statistics, April 1988
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6. Rice Post-Harvest Losses

Opcratiot)

All.Philippit)cs

･Raz)geofLosscs
Xeaz)Loss

(1)耳aryestipg 1-3Ⅹ(DePad●ua)

3.35X･-(苫uiz)

2-4X(ボFIC)

2.0'x

(2)Threshing. 2∴6X(DcPadui)

5_8-18.6X(Xaz)gaoang)

3-5X(NFIC')

4.OX

(3)ぬndling 2-7X(DePadua)

2-7Ⅹ(PCI文王D)

9-20X(NFIC)

4.5X

(4)Drying 1.-5芳(DePadtla)

1-5X(PCIE‡D)

3.OX

く5)Storage 2-6X(Dc-padua)

2-6X(PCIEヱD)

1-3Ⅹ(NFIC)

4.Ox

(6)Xilliz)g 2-lox(DcPadua)

2こ8X(肝IC)

6.Ox

Total 10-37X.(DcPadua) 23.5X

打otc :

Sources

Dc Padua = Professor Bat)tc Dc Padua. UPLB, HFIC壬thc National Food and

Agricultural Council･ PCARED I

the PhilippiDC Council for lgriculturc.

Forestry and Ecsourccs Ec亨CarCh and DcycloplCnt

: Cabigan･ 1･S･. Rice Post-Production Losscs and its I■pact on Food

Supply･ Lccturc on Food iyailability･ q･ Collcgc ofエoIC Econonics,

9. February 1982.
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7･･ Layout Plan of the Primary Marketing Station
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8.所要施設･機材一覧

A.丑ol)SiJLg/Ciyil Facilities

^11 ▲dJLiJ)istratioJ) house

qtlality col)trOl rooJL

store
- SJLall house

)arketing statioJ)
-

A-2 Paddy Tarehouse Tith

annexed Tith

aJ)d Sari-sari

to laJ)age the

yentilated

roof fans anne王ed Tith rice JLilling

ban aJ)d stLPPly Tarehouse -1To keep

dried grains in good co皿ditio血 tO

ezLable selling at fair price
-

A-3 Green house - 芯ouse t9 eJIClose

solar
dryer for tltiliziJ)g solar

etLergY effectiyely to dry graitLS

A-4 hlti-purpose payeJLeJ)t T Col)Crete

yard to dry haryested grail)S and

lelber far■ers asselbly or sports

A-5 Xotor pool
- To pool and repair

eqtIIPJLeJ)t
-

B 幽

a-1 41Theel tractor Tith attachtet)t
-

GeJ)eral tzsage to haul equiplent,

traJ)SPOrt grains froJL field to

station atLd stIPPOrt )eLber farlerS'

farJL )･obs
J

B-2 PoTer tiller Tith attachJ[eJ)t
-

General usage to haul eqtJipJLent,

transport graiz!s f_roJL field to

statiotl at rather poor access

colldition aJ)d support JLelber

farAerS' Lam J'obs
-

B-3 Portable thresher

-

Xechanical threshing一aChitLe tO

liniJLize threshillg loss and.to

t)pgrade qtJality
-

B-4 Portable pre-dryer
- OJ)-fa一l aJLbL)lance pre-drying

JLaChiJle tO dry bigger yoluJLe Of

grains Tith high 10isture coJltent

Tith high speed
-

B-5 Solar dryei
- hlti-p'urpose croJ)

dryer Tith tiJ)iltlt OPeration cost
-

-26-

1 house Single story, total

81 m'

1 hotlSe SiJ)gle story, total

l,440mJ

1 hotJSe SiJ)gle story. total

357.6n'

1 yard Total 3.000Jn'

1 shed Single story. total

264 nI

2 sets 4TD, 70ps class,

diesel

2 sets 10 ps class, gasoline

3 IJnits Axial flo■ typc, 300

cayatIS/day

1 uJ)it Floating type, diesel

engine driyez). 5 tons

/hour

1 set 45 1etric tons/hatch



8-6 Se▲i-con° rice lill

- tilling JaChine to s叩ply JLi'lled

rice for LeLber far)ers' hole

coDSt)JLPtion
I

8-7 C-argo trt)ck
- To transport grail)S

froL fart laJld to station and froL

statioJ) tO the larket
-

B18 Qtlality inspectioJ) and control

equiplent
- Basic deyices to inspect

a皿d control grains quality
-

B-9 Platfoi■ scale
- To Teighintake

alld otltgOillg grains
-

B-10 Station sllppOrt equipJLent
- To support effecti▼e la皿age一ent

of the station
-

1 1Jnit 500 kg/hour

2 t)I)itsL･-'. 4 tons, 2 x 4. diesel

1 lot Trier, salple pan,

10isture ▲eter. etc.

2 units 100 kg

1 lot Portable conyeyor.

gt)JIDy Sacks, 1aChine

too1, type▼riter, etc

(注;末端涜通ステーションの年間穀物取扱量ほ4,000トンとする)
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9. 農業省(I)A),i(I:A織図
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10. 土地銀行(LBP)業務内容

投Jt金

会長/大Jl次甘

tLEZ/利金真

JJt次T

方舟次1r

Jt冶et羊次T

:■叫TI湖中

(f2SrI)

刑XL屯

刊P屯H生

支店

gt斗事3J*

粥斗会社

事斗刑1モ

(JJtSTn

刑JTk

村叫セ7*色

土地JLi(▲Al

土JQ■斤公4Jt書

A地eL事^a

J)走*JE■*

Z]托Al天

Jt井一斗化/4(tFIJIJE

モの抽Jt#AiX

モ○蝕Jt8

一括JIJ( '
トラタf

-/▲J(事JよJL■骨3t文

JtJE粥弗2IJI
･

JL払出* ■
Jt一九主立持

Jt村JiJE什tLI

JtJE*JIt/スチLLJtd

(JJEJt行内lナJl天)

)lSA6AFA16 SA(A‡lJ ()S[)

LBP uA$lX6 CIIPOIAIZIX (LLC)

LBP川SD2Ay【E )llⅠ王IICL IJC. (L”Z)

LuAJ Bl†▲1 1王▲uT† DEY!LOP)EIT COIP (LnDC)

LIT E叩CITlO.YIL TOVmlTION. uC. (LBPEFl)
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* 3qJIl*

JJtJIJE暮全

土也■庁一社*安ZEシスナム

中小企JEJi*汁4

エ暮iBJ:Jl*壬Jt

dFEhX事▲

中小企AZl托b*Z全

文払方詮JI暮

BZ■A書

{入/■出▲JI

LIJI扶

A書

^)t支払

扱行tJI小切手

一也IJl

暮▲巻付

外升Z)i

モ○也Jt書

小切手､亡#.モの也E)qE

J=J?tg

L:*及Q手影丑*-

仔FtJt事



11･ 国家農業･漁業審議会(NAFC)組織図

Office of the Executive Director

Local Council Secremty

Executive Director

Xr. Tonas a. Lopez. Jr.

Infomation Staff Audio-Yisual Staff

Deputy Executiye Director

Xr. Enn8ntJel Penson

Post一打aryest 8nd lnfr8StruCture

Cooperation Staff

A山inistration

Division

General Services

むJ

(=〉

ト

isst. Executiye Director

Xr. Consuelo Tumu18k

Agricultural

Support

Coordination

Division

く人SCD)

Ⅹotor Pool Bldg 也

Xainten8nCe

Supply 也

Property Staff

人gricultur81

Sector81

Support

Division

(lSSD)

Local

Council

Division

(LCD)

Project

Assistance

Desk

(PAD)

Finance

Division

(FD)



12. フィリピン国収穫後処理開発計画推進現況

通産省(DTI) 穀物消費者価格詞整

海外珪済協力基金

(OECF)

農業基金公社(▲CA)

l

土地銘行(LBP)

オランダ

(DINIDA)

技術･.生活賀意センター(TL丑C)

農協/農業団捧

(COOPEBJTIYE/fODNDITJON)

地域穀物処理センター

(CGPC)

組合員農家

(XEXBEE FAEXEE)

社台員農■家

(xEiBEE F^EJEE)

旧農協局ナーー- 迎合開発公社

J]J
ll

lI

ll

イタ))-

(ITALY)

穀物庁議計画

(GP王け)

i

保証基金(GL)

約180億円

預託保証基金

(QGFB)

日本国

食醤援助 穀物処理額材 全壊公社

農業省

(D^)

(2EE) (約30億円) (NF▲)

一助乾燥積開発無償援

国立1R商後処理研究所

(NIPZIIEE)

ォ⊥ストラリアH
農芸訓練研究所

(1TI)
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13..フィリピン国穀物沈通改善計画概況

”

”

汁圃名
地域穀物蝕_T2i.I:ンター 放物収7'Z後処理センター 収様後処理朗発注策

乾煉鴫付此業倉J3:網i官立法'=G
(EstAblishment&NetworkorFormer's

lConmtAAiLyCr■inIPr∝e一IinFCenLer) (GrAinspcst･HArYeStProJ'ect) (Post･71ArVeStDeve)opmentActl SAtelliteWArehotlSeSWithSolarDrycrsl

正行状況 Proposal Proposal FeASibilityPropo9&l 1989年9月上扶捷慕 1989年9月丁玩浪第

扶助勾 オランダ イタリ7

実施怯rAl B^COD/D^とL8P共同 B^COD/D^orCDA 国家収酎失地琶協純金(NPC.新投) 預托保旺益金協ZA会(QGFln

t&力也r^l

(I)NF^

(2)N^P王1IRE

(3)^でl･

(1)NF^

(2)Lap

(3)^TI

(1)NF^(4)^Tl

(2)Lap

(3)CBR

BÅCOD/D^

現%･ 全国
LAgunA,NegrosOccidentAt.

Tarhc,.SouthCohb8Lo

SotlthCot&bAtO州

7(orod8nAI及び周辺地区
全国 全国

朔rb.J

バイロ･Jト10ケ所5ケ辛

拡充50ケ所5ケ年

合Zf60ケ所10ケ年

5ケ年 5ケ年

坤禁焚

内済‡3.2百万

DAN(DÅS28.3百万

合計‡3l.5百万

P400百万 P267.8首万● P145百万

計画内琴

土地現行の有休･=･虚である 牧物処!L施旺を有ナる.捻合放物センターtlケ所牧丘 0処理後処理追抜Q)榊発用t=Rt協t=荘 天8ft地場什東端倉比･:{退1.[i瓜tALこ旭i2

60ケ所の倉成t=収緯後払;E牧 し.その周辺地填t=1ケ所Q)捕肋センターを妃旬ナる.千 抜放賛する収抹故地現基金t=Rt礁正主 する
指をi2正し有効活用/f計る.

完成統一ま,RL&t=引･JEナ.
q)事A肋センターl土収任抜処7t仇音量の焚出しも行う. 資基金(C^LX=卜ち魚低20%をT･井化

◎及位/jR兵乱歳i=)･1し収種炊処理枯iiJt･

ゼ帝人

⑳玖dFかちRt協に対し義一併技術抜肋を

英施する.



14.フイ')ビンに放ける弔行清作作美件系

①SllA臥打NIYO打G (相互扶助

)によるカラパオ耕転墓地

i{

L･_
J二

ぎ軍 p去=-毒筆
LA. :隻
一
三:<.

_三i

づ良

⑳耕忘我及び円坂プラウによ

る耕転宅増

撃

£§

33-

③手刈りによる収凄



㊨5-6名のグループによる

貸脱

_
⑤路上乾偉

i

+

阜二

.I.I/-

=F

三l

a

_jl

⑥多目的乾集堵

(”)t卜Pt)rpose Pave■ent)

竜蜜
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A.,::_

.担

I

軍一芸
∃

∫
I

皇享

弓--て

‾l-1

義

4

--∴ヲも

!事

⑦移動溌絹業者

⑧貸摺蒋米業者
(hby-Col)O. SclトCollO)

⑨俄易プレ-1会津
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▲iiiiiiiL

-iき::

l■一子.Jt
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i

⑳一般的な桝Pl人ステ-

ノ ヨ ン

◎民間乾藻場付御念庫

◎NFl倉庫
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